
【看護福祉リハビリテーション学部 福祉リハビリテーション学科 言語聴覚専攻】カリキュラムマップ（2026年度入学生用）

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

１．我が国の少子高齢化に伴う問題を理解する 　 〇 〇 〇

２．障害児・者・高齢者の地域における生活を支援するための諸制度や
自立支援、就労支援、地域包括ケアシステムについての知識を修得する

〇 〇 〇

３．多職種連携による支援の技術を学ぶ 〇 〇 　 〇 　

１．人としての命の尊厳と基本的権利を対人援助職の視点から理解でき
る

〇 　 〇 〇

２．対人援助職として倫理的原則、生命・医療倫理を理解している 　 〇 〇 　 〇

３．日常生活の場の問題解決を倫理的判断にもとづいて考察できる 〇 　 〇 〇

１．ターミナル期の患者が抱える問題を理解する 〇 〇 〇

２．ホスピス運動や緩和ケアの現在について理解する 〇 　 〇 〇

３．コミュニケーションスキルや死生観（基本的な心構え）などを学ぶ 　 〇 　 　 〇 〇

１．取得を目指している資格は、他職種と連携し地域における包括的な
ヘルスケアシステムを担い、人の命を救う専門職としての資格であること
を理解する

〇 〇 〇

２．地域における包括的なヘルスケアシステムを担う他の専門職を理解
する

〇 　 〇 〇

３．他職種の視点を通して、将来についてのより明確な自己像を描ける
ようになる

〇 〇 　 〇

１．他職種間での専門的かつ高次なコミュニケーションをはかれるように
なる

〇 〇 〇

２．実例を取り上げることで、より具体的で実践的な援助方法を理解する 〇 〇 〇

３．専門職としての自己意識を高め、資格取得に向けての意欲向上を目
指す

〇 〇 〇

１.建学の精神に基づく対人援助の基本を理解する 〇 〇 〇

２．仏教と医療福祉の関係を理解する 〇 〇 〇

３．仏教と医療福祉の協働について理解する 〇 〇 　 〇

１．仏教に基づく人権尊重の価値観を修得する 〇 〇 〇

２．高い専門性を備えた対人援助職のあり方を理解する 〇 〇 〇

３．実際の事例から学生の学び合いを通して専門職間の連携を理解す
る

〇 〇 〇

１．医療の実際について理解する 〇 〇 〇

２．福祉の実際について理解する 〇 〇 〇

３．医療と福祉との連携の実際と理想を理解する 〇 〇 〇

１．ADL・APDL・IADL・QOLの概念や範囲を説明できる。 〇 〇 〇

２．ICIDH、ICFについて説明できる。 〇 〇 〇

３．人の生活におけるADLとその他の活動との関係性重要性を説明でき
る。

〇 〇 〇

１．災害時のリハビリテーション支援が行政の中でどのように位置づけら
れるのか理解できる 〇 〇

２．災害フェーズに合わせたリハビリテーション支援のあり方を説明でき
る。

〇 〇

３．地域における防災と災害対策について実践できる 〇 〇

１．わが国の障害者に関する歴史と施策に関して理解し、必要な行動が
とれる

〇 〇 〇

２．障害者に対する福祉サービスの種類、目的、その効果について理解
し専門職を目指す者として活用できる

〇 〇 〇

３．障害者福祉サービスと他の福祉サービスと比較し、総合的に理解で
きる

〇 〇

１．自校史や建学の精神である仏教精神を理解している 　 〇 〇

２．言語聴覚療法を自立して学習するための基礎的な能力を修得する 〇 〇 　

３．大学で学修することの意義を理解し、他学生・教員との人間関係を形
成する

　 〇 〇 〇

１．自校史や建学の精神である仏教精神を理解している 　 〇 〇
２．言語聴覚療法を自主的に学び発展させることができる 〇 〇 　
３．他者の意見を尊重し、自らの意見を述べることで、人間関係をさらに
発展させる

　 〇 〇 〇

１．日本語文法を理解し、それに従って文章を読解・作成できる 　 〇 　
２．数的処理の基礎を理解し、各種検査の処理ができる 　 〇 〇

３．言語訓練・実施に必要な言語運用と数的処理の力をつける 　 〇 〇 　

1.学びの意義と教育の必要性を論理的に理解する 〇 〇 〇

2.学修者の実態に即した教育目標・教育方法の設定について理解する 〇 〇 〇

3.学修を効果的に進めるための教育指導の理論と技術を理解する 〇 〇 〇
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基礎ゼミⅡ

言語聴覚士を目指した学習の導入
として、自ら考え学んだことを、自ら
の言葉でまとめ発表する力を身に着
ける

言語運用と数的処理
の基礎

言語聴覚士に必要な言語運用能力
と数的処理の力を養う

教育学

教育とは何かについて、学問・制度・
実践の側面からその諸相をとらえて
理解を深める。そのことを通して、教
育に対する各々の考えを持ち、教育
学的思考様式を身に付けることで、
言語聴覚士としての学びの基礎を
培う。

地域災害リハビリ
テーション

災害時の医療活動が行政の中で、
どのように位置づけられ、その中の
リハビリテーション支援活動のあり
方を理解する。また、災害時のリハ
ビリテーション支援活動における作
業療法士の役割を学ぶ。

障害者福祉

社会福祉士及び精神保健福祉士と
して、障害者福祉サービスのこれま
での歴史、社会背景を通じて、現状
の障害者福祉の意義と課題につい
て習得できるようにする

基礎ゼミⅠ

言語聴覚士を目指した学習の導入
として、自ら考え学ぶという態度、学
士力養成のための基礎的な能力を
身につける

仏教と医療福祉Ⅱ

医療福祉の現場において対人援助
を行う場合、仏教に基づく人権尊重
の価値観は、援助の質に対して影
響を与えるものである。より高い専
門性を備えた対人援助職のあり方
について、実際の事例を参考に学生
同士の学び合いから理解を深めて
いく。

医療福祉連携論

近年、医療から介護制度を含む福
祉へのシームレスな連携が求めら
れている。医療と福祉について理解
を深め、それらの連携の実際と理想
を学ぶ

日常生活支援学

ADLの概念、リハビリテーション医学
における重要性を学び、日常生活活
動の範囲・より幅広い日常生活関連
動作、QOLなどの概念との関係も理
解し、対象者の日常生活を支援する
専門家としての視点を学ぶ。

専門職の連携（基
礎）

医療福祉機関をはじめとした地域の
生活者の支援に関わる職種の役割
を理解する

専門職の連携（応
用）

他職種との連携協働の実際を学習
する専門職連携に関する発展的な
科目であり、実践力のある専門職と
して就職するための総まとめ的な学
習を行う

仏教と医療福祉Ⅰ

建学の精神に基づき、社会福祉やリ
ハビリテーションの領域を「医療福
祉」ととらえ、仏教と医療福祉の関係
を考える。医療福祉の側面からは、
その価値基盤と仏教信仰の調和的
関係構築が問題になる。こういった
仏教と医療福祉の協働について学
ぶ。

包括的ヘルスケア論
包括的な視点で地域・在宅で生活し
ている人々に対する保健・医療・福
祉の施策の動向を学ぶ

生命倫理

人の生命の尊厳と基本的人権、尊
厳死などについて学び、言語聴覚士
として基本的倫理原則・倫理理論を
学ぶ

ターミナルケア

ターミナル期の問題を理解し、現状
を学んだうえで、いかにターミナル期
の患者に向き合うかについて、学修
する

統合的な学習経
験

と創造的思考力
応用的能力

DP14：自らの生涯を見通す視野を持ち生涯を通じて学び続け、キャリア形成をする力を備えている

DP15：現代社会の諸問題を解決するために、言語聴覚障害分野の専門的知識と技能を活用し、問題解決に実践的に取り組むことができる

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

○：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
　　　　※1つの達成目標に対して最大3個まで

態度・志向性

豊かな人間性

DP8：仏教精神を理解し、自らの理解・判断・行動を見つめ直す姿勢を身につけている

DP9：多様性の尊重と共生の精神を有している

DP10：日本の伝統文化を深く理解し、その成果を自分の生活に生かすことができる

態度・志向性

DP11：高い倫理観を持ち、思いやりの心を忘れずに他者と接することができる

DP12：言語聴覚障害分野の知識・理解・技能等に基づき、対話や議論を重視し、他者・他文化との相互理解に努めることができる

DP13：言語聴覚障害分野の知識・理解・技能等を活用して、社会に参画する態度を有している

汎用的能力 基本的能力

DP4：適切な日本語運用力を修得し、活用することができる

DP5：母語以外の特定の外国語について基礎的なスキルを修得し、活用することができる

DP6：基礎的ICTの知識・スキルを修得し、適切に活用することができる

DP7：数的データを含む多様な情報を適切に収集・分析し活用することができる

授与する学位：学士（医療福祉学） ディプロマ・ポリシー

知識・理解 幅広い視野

DP1：人、自然、環境、社会、地域、国際について幅広い教養を有している

DP2：言語聴覚障害分野において適切な知識や理解、そして技術を有している

DP3：幅広い視野をもって合理的・批判的に判断できる



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

○：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
　　　　※1つの達成目標に対して最大3個まで

１．対人援助に必要な主体的な言語運用力とコミュニケーション力を培
う。

〇 〇 　 〇

２．手話単語1000語の受信・発信ができ,全国手話検定試験4級以上の
力をつける

〇 〇 〇

３．コミュニケーションに課題のある方に対し、多様なモードについての知
識をもち、幅広い選択が可能になる

〇 〇 〇

1.社会保障制度の考え方を学び、実際の法律を理解する 〇 〇 　 〇

2.リハビリテーションに関わる法律・制度を学習する 〇 　 　 〇 　 〇

3.学校教育の概要を理解し、学校教育に関わる法律・制度を学習する 〇 〇 　 　 〇

1.救急救命医学について対象となりうる疾患、外傷について理解し説明
できる。

〇 〇 〇 　

2.救急救命医学におけるリハ職の関わりを理解し説明できる。 〇 〇 〇

3.一次救命処置、各手当が実践できる。 〇 〇 〇

１．発達期の栄養学的サポートについて理解する 〇 〇 〇

２．高齢者に対する栄養学的サポートについて理解する 〇 〇 〇

３．傷病者・障害者に対する栄養学的サポートについて理解する 〇 〇 〇

1．細胞の機能と遺伝情報について理解している。 〇 〇 〇

2． 体内における物質代謝を理解している。 〇 〇 〇

3．多細胞生物である人体がどのようにして機能しているのかを理解して
いる。

〇 〇 〇

１．臨床医学の分野等を網羅的に理解する 〇 〇 〇 　

２．臨床医療の現場で求められる医の倫理を理解する 〇 　 〇 〇

３．医療人としての基本を学習する 〇 　 〇 〇

１.人体解剖学につき学習する  〇 〇 〇

２.生理学につき学習する  〇 〇 〇

 ３.疾患の理解につながるよう、臨床的視点を学習する 〇 〇 〇

１．リハビリテーションの概念と各職種の役割を学習する 〇 〇 〇

２．リハビリテーションに用いられる評価方法を学習する 〇 〇 〇

３．各疾患に対するリハビリテーション的治療方法につき学習する 〇 〇 〇

１．模型など視覚教材を使用して呼吸・発声発語器官の構造と機能を学
習する

〇 〇 〇

２．音声がどのように産生され、疾患によりどのように障害されるかを理
解する

〇 〇 〇

３．講義で得た知識を言語聴覚療法の臨床に活用する基盤を養う 〇 〇 〇

1．聴覚障害の臨床実践に必要な基礎知識を理解する 〇 　 〇

２．障害の発見・評価・指導実践上、必要な聴覚検査と情報収集のあり
方について基本的知識を身につける

〇 〇 〇

３．発見から（リ）ハビリテーションに至る流れ・概要を理解する 〇 〇 〇

１．求心性聴覚神経路、遠心性構音運動神経路について理解する 〇 〇 〇

２．錐体外路系と小脳路系について理解する 〇 〇 〇

３．それぞれの部位の損傷によって引き起こされる障害を理解する 〇 〇 〇

１．言語発達を考えるための４つの理論について理解する 〇 〇 　 〇

２．包括的に言語発達を捉えることができるようにする 〇 〇 　 〇

３．言語発達障害学を理解する基礎を作る 〇 〇 　 〇

１．人の発達を、誕生から死ぬまでのスパンで理解する 〇 〇 　 〇 　

２．人生の長寿化、多様化について、生涯発達心理学の立場から学ぶ 〇 〇 　 〇 　

３．生物学的、心理的、社会的な側面から人間の発達を学ぶ 〇 〇 　 〇 　

１．学習心理学における主要な学説の成立過程と内容について理解す
る

〇 〇 〇

２．認知心理学台頭の背景と理論について理解する 〇 　 〇

３．学習心理学と認知心理学の言語聴覚障害学分野における臨床応用
について理解する

〇 　 〇

１．臨床心理学の基本的概念を理解する 〇 　 〇 〇

２．種々の心理療法を学ぶ 〇 　 〇 〇

３．心理臨床面接での応答や姿勢を学ぶ 〇 　 〇 〇

１．それぞれの障害の病態や発現機序を理解する 〇 〇 〇

２．情報収集・検査→評価・診断→治療を科学的に行うことを理解する 〇 〇 〇

３．言語聴覚療法を体系的に理解する 〇 〇 〇

1、各臓器の正常な機能について理解する 〇 〇 　

2、各臓器の病的状態、その原因、仕組みについて理解する 〇 〇 　

3、病的状態に対して、どのような予防、治療法があるかを理解する  〇 〇 　

1．小児期の成長・発達を理解する。 〇 〇 　

2．子ども特有の生理や病理、疾患、治療について理解する 〇 〇 　

3．病態に即した基本的リスク管理を学ぶ
〇 〇 　

1．聴覚器、咽頭・喉頭の構造・生理・疾患についての基礎知識を理解す
る

〇 〇 　

2.聴覚・音声・嚥下障害についての検査法・評価法について理解する 〇 〇 　

3.聴覚障害・音声障害・嚥下障害の支援方法についての基本的知識を
習得する

〇 〇 　

耳鼻咽喉科学

聴覚・嗅覚・味覚などの感覚器、なら
びに「きく・はなす」つまりコミュニ
ケーション全般に関連する部位の疾
患を扱う。これらの障害は QOL に
重大な影響を及ぼす一方で、各臓
器は、解剖学的にも生理学的にも体
系的・正確な理解を要する。言語聴
覚士として、耳科学、鼻科学、口腔
咽頭科学、喉頭科学各領域の解剖
学、生理学を理解し、各疾患の理解
と、全身疾患における、耳鼻咽喉科
疾患のかかわりを理解する。

言語聴覚障害学概論

４年間の言語聴覚専攻課程の導入
として、言語聴覚士が治療対象とす
る言語、コミュニケーション、認知、
あるいは摂食・嚥下障害を体系的に
学ぶ

内科学

この科目では、成人期の一般的、及
び言語聴覚士とのかかわりが予想
される疾患を対象として講義を行う。
そして、その病態及び治療法につい
て述べる。 内科疾患を有する患者
に対した際、言語聴覚士として、最
低限の病態に即した基本的な対応
（リスク管理を含む）ができることを
目標として、講義を進める。

小児科学

この科目では、小児の成長・発達の
過程や、小児期の疾患の中で言語
聴覚士とのかかわりが予想される疾
患を主に取り上げ、その病態と治療
に関する講義を行う。疾患や障害を
有する小児に対して言語聴覚士の
専門性を発揮する際に、病態に即し
た基本的な対応（リスク管理を含む）
ができることを目標とする。

生涯発達心理学

生物学的、心理的、社会的な側面
から一生にわたって変化・発達し続
ける人間の存在について学び理解
する

認知・学習心理学
言語聴覚士として身につけておくべ
き認知心理学と学習心理学の基礎
を学ぶ。

臨床心理学
臨床心理学の基本的な概念や考え
方についてまなぶ

音声・言語・聴覚医
学Ⅱ（聴覚系）

聴覚障害の臨床実践に必要な基礎
知識を体系的に履修し、その上で聴
覚障害児・者に対する言語聴覚士
の臨床実践の意義がどのような点
に求められているのかを学ぶ。障害
の発見・評価・指導実践に不可欠な
諸検査等、支援と指導の方法概論
について学ぶ

音声・言語・聴覚医
学Ⅲ（神経系）

音声・言語および聴覚に関与する人
体構造のなかで、中枢部位にあたる
脳と神経系の解剖と生理および障
害について学ぶ

言語発達学

出生前から聞き分ける力を持ち、新
生児期から積極的なコミュニケー
ション行動をとるヒトの言語発達、胎
児期から話し言葉の完成とされる学
童期までの言語発達について学ぶ。

人体の構造と機能Ⅰ

細胞は生体を構成する基本単位で
あり、同種の細胞が集まって組織を
形成し、それらが集まって器官を、さ
らに臓器を形成している。これらが
統合的に機能することにより、生体
は正常な調節機構と恒常性を保持
できる。講義では正常な人体の構造
および機能を系統的に学習し、臨床
医学を学ぶための基礎知識を身に
つける。 

リハビリテーション概
論・医学

医学的リハビリテーションで行われ
る神経学・生理学的評価やADL評価
を理解し、各疾患に対するリハビリ
テーションについて理解を深めてい
く

音声・言語・聴覚医
学Ⅰ（呼吸発声発語
系）

人間の言語コミュニケーションの基
盤となる呼吸・発声・発語（構音）器
官の構造と機能、生理・病理的基礎
知識を学ぶ

栄養学

健常者から患者に至るまでを対象と
する健康の維持・増進・疾病予防・
治療を目的とした栄養学的サポート
について学ぶ。特に、ライフステージ
毎の課題に応じた栄養サポートを理
解する

生物の基礎

言語聴覚士になるためには、これか
ら4年間をかけて生物学の知識が欠
かせない教科を複数マスターしてい
く必要がある。本講座では、今後学
ぶことになる生理学、薬理学、栄養
学をはじめとする、人体の構造と機
能、疾病の成り立ちに関連する科目
の土台となる生物学の基礎知識を
身につけていく。

臨床医学総論
言語聴覚士を目指した医学学習の
導入として、臨床医学について総合
的に学ぶ

手話とコミュニケー
ション

対人援助において、基本的な姿勢を
培う。言語運用の力と幅広い具体的
なコミュニケーション力を高めるため
の知識を身につけ、実践力を高め
る。手話言語について、基本的な知
識を学び、講義後に手話検定4級以
上を取得できるレベルの力をつけ
る。

社会保障制度・教育
とリハビリテーション

社会保障制度の思想と、言語聴覚
士に関する法律・制度を学ぶ

安全管理と応急処置

救命救急の実際及び救命救急医療
におけるリスクマネジメントについて
習得を目的とする。リハ職の関わり
も含め、緊急を要する病態や疾患・
外傷の基礎的な知識と考え方、心
肺蘇生・応急処置について学修す
る。



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

○：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
　　　　※1つの達成目標に対して最大3個まで

1．構造と機能を学ぶ  〇 〇 　

2．疾患と治療法について学ぶ  〇 〇 　

3．言語聴覚士としての臨床場面に必要な知識を得る  〇 〇 　

1．代表的な精神疾患の症候学を専門用語を用いて説明する。 　 〇 〇

2．病態に応じた治療法の選択肢を理解する。 　 〇 〇

3． 病態と脳機能の関連について理解する。 　 〇 〇

1．脳および神経系の正常構造と機能を学ぶ 　 〇 〇 　 　

2．脳神経疾患および精神疾患の診断と治療について学ぶ 　 〇 〇 　 　

3．言語聴覚士としての臨床場面に必要な知識を得る 〇 〇 　 　

１．構造と機能について知識を得る 〇 〇 　 〇

２．構音障害や摂食嚥下障害を引き起こす疾患について理解する 〇 〇 　 〇

３．手術や補綴的処置などの治療法について知識を得る 〇 〇 　 〇

１．心理物理学的測定法について理解する。 　 〇 〇 〇

２．テスト理論と尺度構成法について理解する。 　 〇 〇 〇 　 〇

３．検査データの統計学的解析法を理解する。 　 〇 〇 　 〇 〇 　

１.言語の基本的性質について理解する 〇 〇 　 　

２.音韻論、形態論、統語論、意味論、語用論、文字論、社会言語学につ
いて理解する

〇 〇 　 　

３.言語聴覚士としての必要性について理解する 〇 〇 　 　

１．音声の音響的性質と発声の機構を理解する 〇 〇 　 　

２．音声要素の種類と体系の表記法を理解する 〇 〇 　 　

３．音声の正確な聴取と発音することを理解する 〇 〇 　 　

１．音の物理的性質について理解する 〇 〇 〇 　  

２．音の聴覚知覚について理解する 〇 〇 　 　

３．音声生成について理解する 〇 〇 　 　

1.音の物理的な変化と感覚（心理）との対応について、基礎知識を習得
する。

〇 〇 〇 　 　

2.音響学の基本的な用語と概念を理解し、人間の聴覚機能との関連に
ついて基礎知識を得る

〇 〇 　 　

3.各種聴覚検査や補聴器適合において、言語聴覚士としての支援や指
導の位置付けを理解し、説明できる

〇 〇 　 　 〇

１．失語症状の定義を学ぶ 〇 　 　 〇

２．失語症の随伴症状を学ぶ 〇 　 〇

３．失語症の原因疾患、脳の損傷部位を学ぶ 〇 　 〇

１．評価・診断では症候論や認知神経心理学的見方を学習する 〇 〇 〇 　

２．治療では刺激法、遮断除去法、機能再編成法、認知心理学的方法な
どを学習する

〇 〇 〇 　

３．失語症者の心理的･社会的問題や環境整備への支援など言語聴覚
士としての役割について理解する

〇 〇 〇 　

１．高次脳機能障害のそれぞれの定義や病態を理解する 　 〇 〇 　 　

２．それぞれの病態に対する評価方法を理解する 〇 〇 　 　

３．それぞれの病態に対する治療的アプローチを理解する 〇 〇 　 〇

高次脳機能障害Ⅰ

この授業では、高次脳機能障害の
定義・種類、背景症状、視覚認知の
障害、視空間障害、聴覚認知の障
害、触覚認知の障害、身体意識・病
態認知の障害等について、その症
状と病巣の関係を理解する。主たる
検査方の概要を学び、リハビリテー
ション方法についても講義を行う。

聴覚心理学

聴覚心理学は、人間の聴覚に関わ
り、かつ音響学の物理的パラメータ
に関連した心理学的学問である。聴
覚心理学の基本事項のうち、言語
聴覚療法の実務に従事する上で必
要となる知識を習得し理解する。
聴覚心理学における基本的な用語
と概念について学習する。物理現象
としての音と聴覚の関係について体
験的な理解をはかる。

失語症Ⅰ

神経心理学の知見をベースに高次
脳機能障害の中核をなす失語症の
歴史や脳の古典的言語領域につい
て整理する。さらに音声言語聴覚医
学Ⅲ（神経系）で学んだ知識を復習
しながら、言語の神経ネットワークに
ついての理解を深める。以上の内容
を理解したうえで失語症の責任病
巣・言語症状・失語症候群・後天性
小児失語症およびその評価と訓練
について学ぶ。さらに、失語症のグ
ループ訓練をはじめ、失語症者の心
理的問題や社会参加などについて
幅広く学ぶ。

失語症Ⅱ

この授業では情報収集・検査→評
価・診断→治療→再評価という実際
の臨床方法を学ぶ。評価・診断では
症候論や認知神経心理学的見方を
演習形式で学習する。治療では刺
激法、遮断除去法、機能再編成法、
認知心理学的方法などを学習し、演
習を行う。また、失語症者の心理的･
社会的問題や環境整備への支援な
ど言語聴覚士としての役割について
も学ぶ。

言語学

最も複雑で高度な構造を持つ記号と
しての言語について学ぶ。具体的に
は、言語の基本的な諸性質と言語
の単位、ある言語の音の仕組みを
解明する音韻論、言語を組み立てる
語の構造と性質を考える形態論、文
の構造を考える統語論、言語と意味
の関係を考える意味論、コミュニ
ケーションにおける言語の使い方を
学ぶ語用論、世界の言語と日本語
の普遍性と多様性、社会の中の言
語などである。さらに、これらについ
て、言語聴覚士としての必要性につ
いても学ばなければならない。評価
や訓練において患者様が習得する
対象としての日本語について、理解
しなければならない。 また、失語症
等の評価訓練における評価課題、
訓練課題の設定に日本語に関する
言語学的知識がどのように活用され
るかを学ぶ。

音声学
発声の仕組みに基づく音声の特徴
と種類について学び、種々の音声を
聞き分け、発音することを学ぶ

音響学
言語聴覚士の職務を遂行する際に
必要な音響に関する知識を学ぶ

臨床神経学

脳および神経系の正常構造と機能
を概説したうえで、言語聴覚士に必
要な脳神経疾患および精神疾患の
診断と治療について講義する。　脳
神経疾患のなかで言語聴覚士が関
わる頻度が最も高いのが脳血管障
害で、脳梗塞、脳出血、クモ膜下出
血などがふくまれる。次に多いのが
アルツハイマー病やパーキンソン病
などの神経変性疾患である。これら
脳血管障害や神経変性疾患の臨床
症状と治療法については重点的に
解説する。

臨床歯科医学・口腔
外科学

口腔の構造と機能ならびに構音・摂
食嚥下障害と関連のある疾患と治
療法について学ぶ

心理測定法

言語障害や認知機能障害の種類や
重症度を評価するために、言語聴覚
士は患者さんに対して様々な心理
検査を実施する。心理検査には、聴
力検査などの主に感覚量を扱う精
神物理学的検査から、知能検査や
性格検査などのより複雑な精神機
能を対象とした検査まで、様々なも
のが存在する。本講座では、精神物
理学的検査の検査法、尺度構成
法、得られたデータの要約に必要な
記述統計学、2つ以上の集団を、そ
の母集団を推定したうえで比較する
推定統計学、新しい尺度を作る際に
必要な知識、といった点について重
点的に講義を行う。言語聴覚士の仕
事を行うにあたり、心理検査は、患
者の障害の種類や程度を測定する
ために重要であり、本講義では心理
検査がどのように作成され、臨床現
場でどのように利用されているかに
ついて理解することを目標とする。

形成外科学

形成外科学の分野で、構造と機能、
疾患と治療法について、基礎的な理
解と、言語聴覚士としての臨床場面
に必要な知識を得る。
形成外科の主要な分野である組織
移植、外傷，熱傷、口唇口蓋裂およ
び類縁疾患、頭蓋・顔面の先天異
常、皮膚外科，頭頚部の再建手術
などについて学ぶ。特に本講義では
口唇口蓋裂とその類縁疾患を中心
に必要な事項を教授する。

精神医学

精神医学においては、統合失調症
スペクトラム障害、抑うつ障害、双極
性障害、不安症群、強迫症、パーソ
ナリティー障害、神経発達症、神経
認知障害群について重点的に解説
する。３および４年次おける臨床実
習や、言語聴覚士となってから活動
するうえで不可欠な医学的基礎を習
得するための授業である。



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

○：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
　　　　※1つの達成目標に対して最大3個まで

１．高次脳機能障害のそれぞれの定義や病態を理解する 　 〇 〇 　 　 〇

２．それぞれの病態に対する評価方法を理解する 〇 〇 　 　 〇

３．それぞれの病態に対する治療的アプローチを理解する 〇 〇 　 〇 　

１．正常な言語発達を支える発達的基盤など基礎知識を理解する 〇 〇 　 　

２．各障害類型を理解する 〇 〇 　 　

３．各障害の言語コミュニケーション症状について理解する 〇 〇 　 　

１．特異的言語発達障害、知的障害の言語・コミュニケーション障害につ
いて学ぶ

〇 〇 　 　

２．学習障害、注意欠如多動性障害、自閉症スペクトラムの言語・コミュ
ニケーション障害について学ぶ

〇 〇 　 　

３．脳性麻痺・重複障害の言語・コミュニケーション障害について学ぶ 〇 〇 　 　

１．各検査の特性を理解する 〇 〇 　 〇

２．検査の実施法を理解する 〇 〇 　 〇

３．検査結果をもとに指導方針を検討することを理解する 〇 〇 　 〇

１．評価に基づいた指導・訓練案の立案を理解する。 〇 〇 　 〇

２．指導・訓練の方法を理解する。 〇 〇 　 〇

３．言語・コミュニケーション環境の整備の方法を理解する。 〇 〇 　 〇

１．正常な構音発達について理解する 〇 〇 　 　

２．構音障害の原因・定義・分類について学ぶ 〇 〇 　 　

３．機能性構音障害について学ぶ 〇 〇 　 　

１．器質性構音障害について理解する 〇 〇 　 　

２．口蓋裂に伴う構音障害について学ぶ 〇 〇 　 　

３．構音障害の検査・評価法及び指導法を理解する 〇 〇 　 〇

１．呼吸・発声発語器官の解剖生理及び発声発語に関わる神経系を理
解する

〇 〇 〇 　

2.音声障害の原因疾患、障がいの発生機序、症状の特徴、評価法につ
いて学ぶ

〇 〇 〇 　

3.言語聴覚士が行う音声障害の治療（間接訓練・直接訓練）について理
解する

〇 〇 〇 　

1.運動障害性構音障害の原因疾患、障がいの発生機序、症状の特徴、
評価法について学ぶ

〇 〇 〇 　

2.運動障害性構音障害について、言語聴覚士が行う評価と治療（訓練）
について学ぶ

〇 〇 〇 　

３．補綴装置の利用や拡大・代替コミュニケーションの技法について学
ぶ。

〇 〇 〇 　

１．発達性吃音についての基礎知識を理解する 〇 〇 　 　

２．吃音の検査法・評価法を理解する 〇 〇 　 　

３．各進展段階に応じた指導法を理解する 〇 〇 〇 　

１．摂食嚥下のメカニズムを理解する。発達や加齢による変化について
も理解する

〇 〇

２．摂食嚥下障害の臨床像について理解する 〇 〇

３．摂食嚥下障害に対する評価法、指導法、外科的対応、補綴的処置に
ついて理解する

〇 〇 〇

１．補聴器・人工内耳についての理論・基礎知識を理解する 〇 〇 　 　

２．補聴機器などのフィッティング技能、また装用効果の相違と効果の限
界について理解する

〇 〇 　 　

３．臨床現場に参加する際、適切な機器の選択と、各調整手続きの実際
を理解する

〇 〇 　 〇

１．幼小児難聴の療育・教育システムについて理解する 　 〇 〇 　 　

２．指導理論の変遷と「聴覚学習理論」について理解する 〇 〇 　 　

３．臨床実践の目的と枠組み、言語獲得・習得についての概要と支援法
を理解する

〇 〇 　 　 〇

１．聴覚検査の原理と方法を理解する 〇 〇 　 　

２．補聴器の調整機能や特性について理解する 〇 〇 　 　

３．適切な補聴器適合など聴覚障害者に応じた支援ができる力を身に付
ける

〇 〇 　 　 〇

1．聴覚器・平衡覚器の構造・生理・疾患についての基礎知識を理解する 〇 〇 　 　

2．聴覚障害・平衡覚障害に関わる検査法・評価法について理解する 〇 〇 　 　

3．聴覚・平衡覚障害児者への（リ）ハビリテーションでの支援方法につい
ての基本的知識を身につける

〇 〇 　 〇

１.情報収集・評価の方法を理解する。 　 〇 　 　 〇 〇

２．指導・訓練法を理解する。 〇 　 〇 〇 　

３．再評価による指導・訓練結果の検討や報告書の作成の方法を理解
する。

〇 　 〇 〇 　

聴覚障害学Ⅳ（聴
覚・平衡覚各論）

聴覚系の構造・機能・病態、平衡覚
系の構造・機能・病態について学び
を深める。また聴覚系の機能を評価
するための聴覚検査について、難聴
疾患に関連して学習する。聴覚器の
発生についても学習し、正常解剖・
生理と関連付けて理解する。
平衡覚については、発生と解剖・平
衡の生理と機能を学習した後、平衡
障害（めまい）疾患と検査について
学習する。

言語聴覚障害診断学
演習Ⅰ(小児)

小児の言語・コミュニケーション障害
の各領域における検査法や指導法
ならびに他職種との連携の仕方を
学び、言語聴覚士の役割を理解す
る。

聴覚障害学Ⅰ（補
聴・人工内耳）

聴覚障害概論の内容をふまえ、難
聴発見後に求められる補聴機器（補
聴器・人工内耳）の選択・調整・装用
効果判定のあり方とそれらに関わる
言語聴覚士の役割等について学
ぶ。臨床の実践に先立ち必要な基
礎的知識を履修する。

聴覚障害学Ⅱ（小
児）

基本的信頼関係から始まり、音を享
受しかつ他感覚と協働しつつ言語の
獲得・習得と主体的な運用に至るま
での発達を見通し、小児聴覚障害に
ついての基礎的知識を学ぶ

聴覚障害学Ⅲ（成
人）

聴覚障害の聴覚機能評価に必要な
各種聴覚検査の原理と方法につい
て学ぶとともに、補聴器について理
解を深め、聴覚障害者の状況に応じ
て適切に補聴器適合するなどの支
援ができる力を身に付ける。

成人発声発語障害学
Ⅱ

音声障害及び運動障害性構音障害
について、適切な評価に基づく治
療・訓練を行うための知識を習得す
る。音声障害については、医学的治
療と行動学的治療の内容を理解し
た上で、言語聴覚士が行う音声治療
の直接訓練と間接訓練について学
ぶ。運動障害性構音障害について
は、発声・構音・共鳴・プロソディの
それぞれの問題に即した訓練法を
学び、さらに補綴装置の利用や拡
大・代替コミュニケーションの技法に
ついても学ぶ。

発話流暢性障害学

この講座では主に発達性吃音をとり
あげる。吃音とは具体的にはどのよ
うな障害であるのか、なぜ生じるの
か、言語面や心理面の評価はいか
にするのかをまず学ぶ。次いで，幼
児期，学齢期（小学生），成人期（中
学生以降）それぞれに必要な支援
の方法＝「環境調整や言語訓練」は
どのようにしたらいいのかなど、吃
音に関する問題を実習を交え教授し
ていく。

摂食嚥下障害学

摂食嚥下に関わる体の構造と機
能、ならびに、それらを制御する脳
の機能についての理解を基礎とし
て、正常な摂食嚥下、摂食嚥下障
害、摂食嚥下障害の評価法と指導
法を学ぶ

小児発声発語障害学
Ⅰ

発声発語のメカニズムと正常な構音
発達など必要な基礎知識を理解し
たうえで、言語発達の過程で構音障
害を引き起こす要因、構音障害の定
義、分類、特性について学ぶ。小児
の発達の過程で問題となる機能性
構音障害について学ぶ。

小児発声発語障害学
Ⅱ

小児発声発語障害学Ⅰで得た知識
を基に、発達期に問題となる器質性
構音障害の代表である口蓋裂に伴
う構音障害について学ぶ。

成人発声発語障害学
Ⅰ

成人の発声発語障害のうち、音声
障害及び運動障害性構音障害につ
いて、適切な評価を行うための知識
を習得する。はじめに、呼吸・発声発
語器官の解剖生理及び発声発語に
関わる神経系を理解する。それらの
基礎的知識をもとに、発声発語のメ
カニズムについて学び、その障がい
である音声障害及び運動障害性構
音障害の原因疾患、障がいの発生
機序、症状の特徴、評価法について
学ぶ。運動障害性構音障害につい
ては７つのタイプ分類についても習
得する。

言語発達障害学Ⅱ
（評価①）

言語発達障害学Ⅰ（各論）において
得た知識を基に、特異的言語発達
障害、知的障害、学習障害、注意欠
如多動性障害、自閉症スペクトラ
ム、脳性麻痺・重複障害などの言
語・コミュニケーション障害につい
て、基礎的知識を学ぶ。

言語発達障害学Ⅲ
（評価②）

様々な言語発達障害の特性に応じ
た検査・評価の方法を学び、かつ、
検査・評価の結果を指導につなぐこ
とを学ぶ

言語発達障害学Ⅳ
（支援）

発達障害の種類や発達段階に応じ
た指導・支援の方法について具体的
な知識を持つ。

高次脳機能障害Ⅱ

この授業では、高次脳機能障害のう
ち、行為・動作の障害、記憶の障
害、前頭葉の高次脳機能障害、脳
梁離断症状、認知症、脳外傷等につ
いて、その症状と病巣の関係を理解
する。主たる検査方の概要を学び、
リハビリテーション方法についても講
義を行う。また、症例提示や国家試
験問題についても言及し、高次脳機
能障害演習につなげる授業とする。

言語発達障害学Ⅰ
（各論）

正常な言語発達を支える発達的基
盤など基礎知識を学んだ上で、各障
害類型と言語コミュニケーション症
状について学ぶ



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

○：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
　　　　※1つの達成目標に対して最大3個まで

１．言語聴覚障害の症状を正しく評価・鑑別診断できる 〇 〇 〇

２．主症状に随伴する重複症状を見極め評価できる 〇 〇 〇 　

３．言語聴覚障害の全体像を理解・把握し、治療プランを立てる 〇 　 〇 〇 　

１.SLTAマニュアルに沿った正確な実施手続きを習得し、検査結果から
患者の問題点を抽出する過程を学ぶ

〇 　 〇 〇 　

２.検査実施時の被験者への配慮や対応について学ぶ 〇 　 〇 〇 　

３.その他、総合的失語症検査および掘り下げ検査や代表的な訓練法に
ついて学ぶ

〇 　 〇 〇 　

１．高次脳機能障害検査の実際を学ぶ 〇 〇 〇 　

２．検査結果から、総合的評価が出来るようにする 〇 〇 〇 　

３．評価から、患者や家族への説明が出来るようにする 〇 　 　 〇 〇 　

１．各検査の特性を理解する。 〇 〇 〇

２．各検査が実施できる。 〇 〇 〇

３．検査の結果をまとめる方法を理解する。 〇 〇 〇

１．問診・構音検査・構音器官の検査で情報を収集することを理解する 〇 〇 〇

２．評価と指導方針の決定について理解する 〇 〇 〇

３．構音訓練の技法を理解する。各種文書の書き方を理解する。 〇 〇 〇 　

１．実際の臨床方法を演習し、ポイントを理解する 〇 〇 〇 　

２．検査・評価・診断法を、臨床場面を想定して理解する 〇 〇 〇 　

３．ディスカッションを可能な限り行い、論理的に考え、説明できる力を育
てる

〇 〇 〇 　

１．実際の臨床方法を演習し、ポイントを理解する 〇 〇 〇 　

２．検査・評価・診断法を、臨床場面を想定して理解する 〇 〇 　 〇

３．論理的に考え、実践できる力を育てる 〇 〇 〇 　

１．演習を通じて、各種聴覚検査技術や測定技術を身に付ける。 〇 　 〇 〇

２．聴覚や補聴器、補聴器の適合状態を評価する力を養い、実践力を高
める

〇 　 〇 〇

３．ディスカッションを可能な限り行い、論理的に考え、説明できる力を育
てる

〇 　 　 〇 〇

１．主要な画像診断法の特徴を理解する。 　 〇 〇 　 　

２．言語障害を引き起こす神経疾患の画像的特徴を理解する。 〇 〇 　 　

３．認知機能障害を引き起こす神経疾患の画像的特徴を理解する。 〇 〇 　 　

１．言語聴覚療法に必要な検査・機器について最新の知識を学ぶ 〇 〇 〇

２．代替コミュニケーション(AAC)や支援機器(AT)を用いることができる 〇 〇 〇

３．当事者のQOLを高める支援方法について学ぶ 〇 　 〇 〇

１．言語聴覚障害者（成人領域）の症状について学ぶ 〇 　 〇 〇

２．情報収集（検査）・評価の流れを学ぶ 〇 　 　 〇 〇

３．様々な検査法や訓練法を理解し、実施できる力を育てる 〇 　 　 〇 〇

１．円滑なコミュニケーションをはかるための基本的な対応について学習
する

〇 〇 〇

２．臨床に対する意識を学ぶ 　 　 〇 〇 〇

３．医療従事者としての基本的な態度やスキルを習得する 　 〇 〇 〇

１．患者を適切に評価、統合的に解釈、問題を把握する力を育てる 〇 〇 〇

２．問題に応じた言語聴覚療法プログラムを設定することを学ぶ 〇 〇 〇

３．仮説設定、訓練方法の立案、訓練の実施・スキル、再評価、仮説検
証・修正の流れを理解し、実践できるようにする。

〇 〇 〇

１．言語聴覚士の社会的役割とチームワークの重要性、理論的・法的責
任を理解する

〇 　 〇 〇

２．言語聴覚療法実施上の総合的能力を高める 〇 〇 　 〇

３．心理的問題や家族が抱える悩みを理解し、共感する態度を学ぶ 〇 〇 〇 　

言語聴覚障害演習Ⅳ

演習を通じて、対象患者の実習の過
程で言語聴覚士の社会的役割と
チームワークの重要性、理論的・法
的責任を理解し、言語聴覚療法実
施上の総合的能力を高める。また、
対象患者の心理的問題や家族が抱
える悩みを理解し、共感する態度を
学ぶ。そして、言語聴覚障害を抱え
ながらも生きていく対象患者を支援
し、共感する態度を学ぶ。

言語聴覚障害演習Ⅰ

この演習では学内の教員の下、言
語聴覚障害者（成人領域）の症状に
ついて、情報収集（検査）・評価の流
れを学習し、他の言語障害との違い
を理解する。演習形式で様々な検査
法や訓練法を理解し、実施できるこ
とを目標にする。

言語聴覚障害演習Ⅱ

対象者、スタッフとの円滑なコミュニ
ケーションをはかるための基本的な
対応について学習し、理解する。臨
床に対する意識、コミュニケーション
の基本となる共感的態度、コミュニ
ケーションスキル、豊かな人間性な
ど医療従事者としての基本的な態
度やスキルを習得することを目標に
する。

言語聴覚障害演習Ⅲ

3年次行った臨床評価実習を踏ま
え、患者を適切に評価、統合的に解
釈、問題を把握し、再評価を含め
た、その問題に応じた言語聴覚療法
プログラムを設定することを学ぶ。
特に総合実習なので、仮説設定、訓
練方法の立案、訓練の実施・スキ
ル、再評価、仮説検証・修正の流れ
を理解し、実践できるようにする。

聴覚障害学演習

各聴覚検査と補聴器特性の測定と
評価方法を演習を通して学ぶ。実際
に検査装置、測定装置を操作し、
種々の聴覚検査の検査方法と評
価、補聴器の周波数特性の測定な
どについて演習を行う。

画像診断学演習

画像診断学とは、人体の構造をさま
ざまな機材を用いて映像化し臨床診
断に役立てる医学の一分野である。
3および4年次の病院実習において、
また言語聴覚士となってから関わる
患者さんたちは、脳神経系の疾患を
患っている場合がほとんどであるの
で、それらの患者さんの脳画像、とく
に頭部CTとMRIを読影し、予想され
る症状を推測してリハビリテーション
に活かすことが求められる。この授
業では、医療で用いられる様々な画
像、機器について概説したうえで、
中枢神経の画像に重点をおいて疾
患ごとの神経画像の適応、所見につ
いてまとめていく。

言語聴覚障害学総合
演習(検査・機器)

言語聴覚療法に必要な臨床心理・
神経心理検査や聴力検査機器等の
機械・器具を概観し、最新の機械・
器具についても学習する

発声発語障害演習Ⅰ
(小児）

小児の構音障害の臨床の流れを演
習で学ぶ

発声発語障害演習Ⅱ
（成人）

運動障害性構音障害及び音声障害
について、情報収集→評価（検査）
→鑑別診断→訓練プログラムの立
案→訓練の実施という実際の臨床
方法を学ぶ

摂食嚥下障害学演習

摂食・嚥下障害について言語聴覚
士が行う具体的な検査・評価・診断
法について学ぶ。 また、症状に対応
した訓練、食形態や姿勢、食事介助
方法、訓練実施上の危機管理等、
臨床技術を習得することを目的とす
る。

失語症演習

失語症Ⅰ・Ⅱで学んだ知識をもと
に、本邦の代表的な総合的失語症
検査である標準失語症検査（SLTA）
の施行方法を習得する。また、検査
結果を質的・量的に整理して失語症
の有無および言語機能の問題点を
論理的に説明する過程を学ぶ。さら
に、様々な失語症検査の演習を通じ
て、被験者への配慮やコミュニケー
ション能力も養う。その他の失語症
の評価方法や訓練法についても学
ぶ。

高次脳機能障害演習

高次脳機能障害Ⅰ・Ⅱをベースとし
て、各種検査法の実際を紹介し、学
生自身がグループで検査を実際に
行い、その検査法・採点法の習得を
目指す。
検査法の種類が多いので、すべて
を授業時間内にこなすことは困難と
考えられる。したがって、教員の許
可を得て検査機器を貸し出すことと
し、各自で練習して習得することを
求める。3年次の臨床評価実習、4年
次の臨床総合実習には必要となる
ので、それまでに各種検査を繰り返
し練習することが必要である。
また、臨床場面での実際をイメージ
できるように、事例を提示できるよう
準備している。これに関しては守秘
義務が発生するため、事例について
授業時間以外で不用意に発言する
ことを禁止する。

言語発達障害学演習

言語発達障害の臨床に用いる各種
の発達検査や知能検査の特性を理
解し、検査を実施し、結果を算出す
る方法を理解する。

言語聴覚障害診断学
演習Ⅱ(成人)

失語症・構音障害・高次脳機能障
害・聴覚障害などの症状を正しく、評
価・鑑別診断することを学び、併せ
て、随伴する重複症状を科学的に見
極めることを学ぶ



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

○：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
　　　　※1つの達成目標に対して最大3個まで

1．言語聴覚士しとしての職業倫理、法的責任を理解する 〇 〇 〇 　 　 　

2．言語聴覚士として必要な生涯教育、多職種連携を理解する 　 　 〇 〇 〇 　

3．言語聴覚士として働く職場の管理・教育・労務・指導について理解す
る 〇 〇 〇

１．総論について、診断学の歴史と最近の知見を学ぶ 〇 〇 　 　 　

２．認知症の症候学について学ぶ 〇 〇 　 〇

３．認知症の治療体系について学ぶ 〇 〇 　 　 〇 　

１．脳卒中や神経難病による摂食嚥下障害や、栄養サポートチームでの
役割について学ぶ

〇 〇 〇 　

２．耳鼻科疾患による摂食嚥下障害や、手術療法について学ぶ 〇 〇 〇

３．口腔生理学に基づく摂食嚥下障害への対応や補綴について学ぶ 〇 〇 〇 　

１．学生自身が興味を持った研究テーマを選択し、そのテーマに合った
研究デザインの作成を行う

　 〇 〇 〇

２．テーマに沿った資料収集、データ収集、分析法、表現法などを学ぶ 〇 〇 　 　

３．出来るだけ発表とディスカッションの場を多く設け、議論しつつ、論理
的に、かつ科学的に研究を進める方法を学ぶ

〇 〇 　 〇

１．臨床評価実習において臨床現場で修得した評価方法について説明
できるようにする

　 〇 〇 〇

２．指導教官や他の学生とのグループ討議の中で理解を深める 　 〇 〇 〇

３．具体的な訓練プログラムの立案や実際の支援につなげていくことを
学ぶ

　 〇 〇 〇

１．臨床総合実習において臨床現場で修得した評価方法及び訓練方
法、支援方法を説明できるようにする

　 〇 〇 〇

２．指導教官や他の学生とのグループ討議や、個別指導の中でより理解
を深める

　 〇 〇 〇

３．これまでの学習の中で不足している部分について、学習を反復して
行い、現場での実践に備える

　 〇 〇 〇

１．言語聴覚士の現場での臨床を詳細に把握する 〇 〇 〇

２．見学内容と机上での学びを結びつけることで、専門科目の理解を深
める

〇 〇 〇

３．より具体的な言語聴覚士像を掴む 〇 〇 〇

１．症例の症状を正しく測定し、評価を行う 〇 〇 　 〇

２．評価から正確な鑑別診断を行う 〇 〇 　 〇

３．評価と診断に基づいて実施される言語聴覚療法を理解する 〇 〇 　 〇

１．患者を適切に評価、統合的に解釈、問題を把握する 〇 〇 　 〇

２．問題に応じた言語聴覚療法プログラムを設定・実践し、さらに、再評
価を行うことによって治療効果を検討する

〇 〇 　 〇

３．言語聴覚士の社会的役割とチームワークの重要性、理論的・法的責
任を理解し、言語聴覚療法実施上の総合的能力を高める

　 　 〇 　 〇 〇

臨床総合実習

それまで学んだ基本的知識と技術
を応用し、臨床実習指導者の指導
のもとに患者を介して言語聴覚療法
評価・治療を体験する

専門ゼミⅡ
本学を卒業後に言語聴覚士として
臨床現場で円滑に働けるスキルや
知識を修得する

臨床見学実習

臨床見学実習は、1年次に実施した
1日見学実習で得た、言語聴覚士の
現場での学びを、1週間を通して、よ
り詳細に把握する

臨床評価実習
臨床評価実習は、言語聴覚障害を
持つ子ども・成人の症状を評価・診
断できることを目標とする

摂食嚥下障害学特論

現場での臨床業務に役立つ内容に
ついて、各講師が、それぞれの専門
とする領域における最近の知見を交
えて講義する

卒業研究

臨床現場に出た後も、言語聴覚学を
学び、研究し続ける姿勢を養うことを
目的とし、その第一歩となる研究論
文を完成させる

専門ゼミⅠ

専門課程の幅広い内容について体
系的に整理し、理解を深め、言語聴
覚士という専門職として必要なスキ
ルや知識を修得する

言語聴覚療法管理学

職場管理、言語聴覚療法教育及び
職業倫理を含む。

マネジメントの基本概念とプロセス、
職場環境、職業倫理、生涯教育、法
的責任、多職種連携、労務・指導に
おけるマネジメントについて習得す
る。

認知症特論
認知症は高齢化社会において重要
な課題である。認知症の症候学、診
断学、治療体系につき概説する


